
タゲリ 
 
大型のチドリの仲間です。体の上面は濃い緑色で、金属光沢を

した羽を持っています。頭には、反り返った長い羽（冠羽）があ

ります。飛ぶと、上面の黒っぽい緑と下面の白が対照的です。「ミ

ュー…」という子猫に似た声で鳴きます。 

富士市には、冬になると渡ってきます。水田や川岸などで数羽

から数十羽の群れになって生活し、地上でミミズ、昆虫などを食

べています。餌をとる時に、片足を前に出し地面をたたきながら

エサ取りをしています。地面をたたくことで、虫を追い出してい

るのかもしれません。警戒心が強く、人が近づくと、ふわふわと

ゆっくりした羽ばたきで遠ざかります。 

タゲリに似た鳥にケリがいます。大きさも同じくらいで、同じ

ように水田で生活しています。しかし、ケリは 1 年中見られる留

鳥で浮島でも繁殖しています。 

 

 

富士市の現状 

10 年ほど前までは、浮島の水田で十数羽の群れがいくつも見られたのですが、最近は全体的に数が減少してきています。広い範

囲を探し回って、やっと見つけるような状態です。 

 

 
 

タゲリを確認したメッシュ 

夏 冬 

※ 平成 18 年より調査しているため、日本測地系の 2 分の 1 標準地域メッシュを使用しています。 


